
編 集  後  記
議会広報広聴常任委員会

広報部会

部 会 長 狩野　正雄

副部会長　武藤　敦則

部  会  員　加納　　茂

　　　　　上嶋　和志

　　　　　山岸　　宏

　2011 年を振り返ってみると大震災、それによる原発事故などまさに日本にとっ

て歴史に残る不運の年でありました。しかし、我々日本人は敗戦からわずかな間に

立ち直った経験からして決して負けること無く、これを糧にできる民族であると確

信します。議会も新しい体制になり出発をしました、「まちなか会議」を積極的に

推進しています。今後も住民の皆さんが誇りを持って暮らせる町づくりに、議員全

員でまい進しますので皆様のお力と共に数々のご意見をお寄せください。「熱く語

り合いましょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議会広報部員　加納　茂）
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12
月
18
日
に
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
で

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
は
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
保
護

者
で
「
子
ど
も
た
ち
が
将
来
も
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い

を
持
つ
仲
間
が
集
ま
り
始
め
、
平
成

14
年
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
名
前
に
は
「
来
て
、

話
し
て
、
す
っ
き
り
し
ま
し
ょ
う
！ 

」

と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
と
ケ
ー
キ
を
作
り
、
楽

し
く
会
食
を
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

い
ま
し
た
。
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会長の伊藤英江さん

1年Ａ組
坂東洸純さん

　

12
月
14
日
、
鹿
追
高
校
１
年
生

の
短
期
留
学
の
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
10
月
７
〜
19
日
、
友
好

姉
妹
都
市
の
ス
ト
ニ
イ
プ
レ
ィ
ン

町
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
地
元
の

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校

に
体
験
入
学
し
た
時
の
交
流
の
様

子
や
、
両
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
へ
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
の
研

究
を
報
告
し
ま
し
た
。
１
カ
月
間

準
備
を
か
け
た
こ
の
報
告
会
に
訪

れ
た
町
民
も
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

関
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
と
ウ

リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
交
互
に
例
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
は
、
ウ

リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
の

で
会
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る

方
は
、
一
度
是
非
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
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1 年 B組
森谷恵さん

　

英
語
の
力
の
足
り
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
が
、
新
た
な
学
習
意
欲
も

出
て
き
ま
し
た
。
友
達
の
中
に
は

将
来
外
国
で
仕
事
を
し
た
い
と
い

う
者
も
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
伝

え
る
意
欲
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
カ
ナ
ダ
の
高
校
は
規
則
も
ゆ

る
く
日
本
の
大
学
の
よ
う
で
し
た
。


